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論文内容要旨
 著者は東北大学医学部山形内科に入院中の諸種腹部臓器疾患々者86例に,noradrenaiine,
 histamine,pancreozyminを使用して腹部血管のpharmaGo-angiographyを行なつ
 'た。Noradrenalineについては使用量と血管収縮の程度悪性腫瘍例に対する造影効果,膵血
 管に対する本剤の影響を検討した。Histamineについては本剤による各種動脈の拡張率を計測,腹
 腔動脈,上腸間膜動脈,下腸間膜動脈別にそれぞれ造影効果および造影剤の逆流に対する影響も
 検討した。Pancreozyminについては腹腔動脈の分枝の血管の拡張率を計甜・胆・膵に対する造
 影効果を検討した。
 1)Noradrenaline100～50μg注入した例では総肝動脈,脾動脈,上腸間膜動脈およ
 びその第一次分枝で収縮,造影断裂がみられた。使用量が20～10μgでは,二,三,四次分
 枝に収縮,造影断裂がみられた。
 2)悪性腫瘍のうち原発性肝癌,Grawitz腫瘍などに造影の向上がみられたが,インスリノー
 マの造影には不適であった。
 3)膵血管はnoradrenaline注入後半数で収縮を示し,1/3に造影向上が得られた。
 4)Noradrenalineのpharmaco-angiographyは注入量と撮影タイミングのとり方が
 難しいが,巨大な悪性腫瘍には明らかな効果がある。また膵血管に対するnoradrenalineの
 収縮作用の不明確な点は・膵血管が吻合枝である特殊性によると考える。
 5)Histamineによる各種動脈の拡張率は平均1.10～L,44で,.末梢に行くほど拡張率は
 増加する傾向を示した。
 6)Histamine注入後,腹腔動脈撮影では肝の動脈相,胆の毛細管相で,また,下腸間膜
 動脈撮影では下行結腸,S状結腸の動脈相,毛細管相,静脈相に造影の向上がみられた。
 7)Histamine使用により造影剤の大動脈への逆流は各動脈とも減少したが,上・下腸間膜
 動脈で著明であった。
 8)HistamineのpharmaGo-angiographyは末梢の微細な血管が出現することであり,
 欠点は造影濃度が低下することであるが。対象により造影剤の注入量と注入圧を増加させて,今後
 試みられるべきである。
 9)Pancreozyminによる各種動脈の拡張率は平均1.07～1・28で,histamineより
 その程度は低かった。
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 10)Pancreozymin注入後,胆・膵の造影効果は不変なものが多か・つたが,向上したものも
 少数例あった。
 11)Pancreozyminの胆,膵に対するpharmaco-angiographyは造影の悪化する例が
 殆どなく・少数例ながら向上する例があったので・今後とも試みられるべきである。
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 審査結果の要旨
 著者は,東北大学医学部山形内科に入院中の諸種腹部臓器疾患患者86例に,n・radrena-
 1ine,histamine,pancreozyminを使用して腹部血管のpharmaco-angiograp且yを
 行ない,次のような結論を得ている。
 1)NoradrenalinelOO～50μ9注入した例では,総肝動脈・脾動脈・上陽間膜動脈および
 その第一次分枝で収縮,造影断裂がみられた。悪性腫瘍のうち原発性肝癌,Grawitz腫瘍などに
 造影効果の向上がみられたが,インスリノーマの造影には不適であった。また,膵血管はnoradre-
 naline注入後,半数の症例で収縮を示し,寺に造影効果の向上が得られた。なお,noradrenalineの
 pharmaco-angiographyは,注入量と撮影タイミングのとり方が難しいが,巨大な悪性腫瘍
 には明らかな効果がみられた。
 2)Histamine注入後,腹腔動脈撮影では,肝の動脈相,胆の毛細管相に,下腸間膜動脈撮影
 では,下行・S状結腸の動脈相,毛細管相,静脈相に造影効果の同上がみられた。Histamineの
 pharmaco-angiographyの利点は、末梢の微細な血管が出現することであり,欠点は造影濃度
 が低下することであるが,対象により造影剤の注入量と注入圧を増加させて,今後試みられるべ
 きである。
 3)Pancreozyminの胆・膵に対するpharmaco-angiographyは・造影効果の低化する修
 が殆んどなく・少数例ながら向上する例があった。
 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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